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地球上では,長さ6万mに及ぶ中央海嶺系で毎年3.5

㎞の新しい海底が生産されています･そこで,同じだげ

の海底が毎年消滅したけれぼたりません｡さもたいと,

地球は1000万年もたつと2倍にも膨れ上がってしまうこ

とにたるからです!海底の消滅は,おもに太平洋の周

縁に分布する合計35,000㎞におよぶ深海溝で起こりま

す.1967年,私は日本海溝で日本列島の下に海底が沈み

込むスピｰドが年間8～9cm,100万年で約100㎞であ

ると計算しました｡つまりパンゲア超大陸の時代(2億

年前)以来,2万㎞もの海底が沈み込んだことにたりま

す!最近の宇宙測地技術によって,日本とハワイがま

さに毎年8cmずつ近づいていることが明らかにたりま

したが,このことは,私たちが1967年当時想像した以上

に,プレｰトが剛体であることを証明しています.

海底の沈み込みは,島弧の地震,津波,火山活動の原

因にたることがわかっています.また,日本列島が2億

年におよぶ活発た沈み込みの結果であることもわかって

います.しかし沈み込み現象の研究は簡単ではありませ

ん.一言でいえば,沈み込みとは,海洋の地殻とリソス

フェアが,地球内部つまりマントルの中に消え去ること

です･しかし,死体のなくなってしまった犯罪をどうや

って調べたらよいのでしょうか?沈み込みが実在し,

しかも地球上で起こる最も激しいプロセスであること

が,たかだか地球科学者にわかりにくかったのはこのた

めです.そのうえ,沈み込みは水深4～11㎞の幅の狭

い海溝で起こるので,海面上からの観測では,沈み込み
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が海底に残した痕跡を精度よく判別できません･海底近

くに無人機や潜水艇を降ろし,できれば掘削も行なって

調べる必要があるわげです.

r深海潜水艇を使って高精度の海溝研究をしよう｣と

いうのが1975年に奈須紀幸教授と私たちが考えた海溝計

画のミソてした.日仏のチｰムによる日本周辺の海溝の

研究が実際に行われるまでには,9年間もの目時を要し

ました､1984年と1985年,私たちは小林相男教授らと,

地質ニュｰス430号�
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致カ所の目標地域をまず船上から調査し,次にフランス

イフレ'一ル

のIfremer所属潜水艇ノチｰル号により最深6,000mに

達する潜水調査を27回行たいました.

日本海溝の北部は,大規模な土砂崩れを起こす急た斜

面をもった巨大な侵食地形でした･巨大な海山がスムｰ

ズに沈み込む様子について,また,それが吸い込まれた

時に海溝の陸側斜面に残した痕跡だとが調査されまし

た.一方,南海海溝は厚い泥で覆われており,沈み込み

によってその泥が積み上げられ,｢付加プリズム｣と呼

ぶ海底の大山脈を作っています･私たちは,この付加プ

リズムを伊豆半島付近で調査しました.そこでは圧縮性

の変形が海溝外側のリソスフェアで起こっており,海洋

地殻は“うろこ状"にはがれていまLた.こうしたもの

は,将来,日本の島に付加されることにたるでしょう.

海溝計画の潜水調査で発見された注目すべき事実は,

海溝壁のいたるところで起こっている液体の流出てし

た.それは海溝の底部近くで最も多く,陸に向かって減

少しています.流出液体からの栄養によってシロウリ貝

が群生しているので,液体流出地点を検出するのに役立

ちました･海溝壁に付加される泥が液体で飽和されてお

り,それが閉じ込められて圧力が高まると流出してくる

のです.私たちは,この高圧力は地震のサイクルとも関

係しており,液体の流出量をモニタｰすれば地震サイク

ルを理解する上で重大た手がかりにたることに気がつき

まLた.いずれにしても,高液体圧は沈み込むプレｰト

と上盤との間の摩擦を減らすので,重要た因子です･

1989年夏に行われた次の潜水調査航海は,全面的にこ

の液体の問題に集中されましたが,その理由がこれたの

です.私たちは,巨大地震の発生が予測されている南海

トラフ東部の一部,すなわち静岡県南方地域を精査Lま

した.目的は多くの液体流出地点の地図を作成し,液体

流出速度を測定し,液体についての収支を確定し,流出

の時間変化をモニタｰすることでした･またごく予備的

な結果しか得られてはいませんが,それでも液体流出現

象が予想よりはるかに重要なものであり,液体の流出量

が,沈み込む泥によって供給される水の量よりはるかに

大きいことがわかっています.したがって,そこにはも

っと多量の水を付加プリズムに押し込む何らかの仕組み

カミあるはずです.

まるまる1月間にわたる流出量のモニタｰも行われ,

有意た時間変化が見出されました｡しかし｢沈み込み｣

と呼ぶこの信じがたい程複雑たツステムが解明されるの

は,まだまだ先のことです.大陸縁辺部に弾性エネルギ

ｰが次第に蓄えられ,ある時突然解放されるという地震

サイクルと,液体流出との間には何か関係があるはずで

すが,それを明らかにするには,もっともっと調査とモ

1990年6月号

ニタリソグを続ける必要があります.私は,海溝計画は

この方向へ向けてのささやかな第一歩であったと思いま

す.沈み込みと関係した深部プロセスと,地震サイクル

にかかかわる深海底現象を徹底的にモニタｰし,理解

し,モデル化することは,科学,特に日本の科学にとっ

てきわめて重要です･この意味で,国際掘削計画(ODP)

は近く重要たデｰタをもたらすことでしょう.しかし,

さらに多くの研究をLなげれぽたらず,日本はこの分野

で今後も重要た役割を果たすにちがいありません･
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